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小
名
浜
生
協
病
院

小
学
生
が
医
業
体
験

Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
役
割
学
ぶ

近
年
、
十
～
二
十
代
の
若
者
を
中

心
に
「
昭
和
レ
ト
ロ
」
が
ブ
ー
ム
と

な
っ
て
い
る
。
当
時
の
デ
ザ
イ
ン
や

暮
ら
し
な
ど
を
再
評
価
す
る
文
化
の

こ
と
で
、
新
鮮
さ
や
懐
か
し
さ
を
取

り
入
れ
た
「
商
品
開
発
」「
商
売
」

も
熱
を
帯
び
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
常
磐
湯
本
町
の
老

舗
旅
館
「
古
滝
屋
」
は
八
月
八
日
、

館
内
八
階
に〝
昭
和
レ
ト
ロ
な
銭
湯
〟

夏
休
み
を
利
用
し
て
、
小
学
生
が

医
療
に
か
か
わ
る
職
業
を
体
験
す
る

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
貸
し
切
り
温
泉

「
亀
吉
の
湯
」
を
オ
ー
プ
ン
。

同
旅
館
で
飼
わ
れ
て
い
た
カ
メ

の
「
亀
吉
」
が
名
称
の
由
来
。
広
さ

約
八
畳
の
内
湯
と
、
小
ス
ペ
ー
ス
な

が
ら
備
え
ら
れ
た
外
湯
の
二
つ
が
あ

る
。
源
泉
か
け
流
し
。

こ
の
う
ち
内
湯
は
、
ケ
ロ
リ
ン
の

風
呂
桶
（
お
け
）
や
昔
な
が
ら
の
玉

石
タ
イ
ル
な
ど
が
使
わ
れ
、
ど
こ
か

懐
か
し
い
空
間
が
広
が
る
。

最
も
目
を
引
く
の
は
、
二
×
三

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
大
型
壁
画
。
温
泉

街
の
伝
説
に
ち
な
ん
だ「
ツ
ル
」、「
亀

吉
」
や
「
ズ
リ
山
」
な
ど
が
明
る
い

色
彩
で
描
か
れ
て
い
る
。
国
内
外
で

活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
河
野
無

以
さ
ん
（
三
二
）
が
手
掛
け
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
メ
デ
ィ
カ
ル
ミ
ッ

シ
ョ
ン
わ
た
し
の
ま
ち
の
病
院
」
が

先
ご
ろ
、
小
名
浜
岡
小
名
の
浜
通
り

医
療
生
活
協
同
組
合
小
名
浜
生
協
病

院
で
行
わ
れ
た
。

今
回
初
め
て
実
施
し
た
同
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
地
域
医
療
の
現
場
で
働
く

人
た
ち
と
触
れ
、
仕
事
を
体
験
す
る

中
で
、命
の
大
切
さ
や
働
く
楽
し
さ
、

医
療
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
深
め

る
こ
と
が
目
的
。

看
護
師
や
薬
剤
師
、
理
学
・
作
業

療
法
士
、
放
射
線
技
師
な
ど
の
仕
事

内
容
に
つ
い
て
学
び
、
体
験
す
る
。

参
加
し
た
二
十
一
人
の
児
童
ら

は
、薬
局
で
医
師
の
処
方
箋
（
せ
ん
）

で
調
剤
し
た
薬
の
内
容
を
患
者
に
伝

え
た
り
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
の
役
割
や
説

明
を
受
け
る
な
ど
の
体
験
を
通
じ
、

医
療
現
場
の
現
状
を
学
ん
だ
。

体
験
終
了
後
、
参
加
児
童
全
員
に

修
了
証
が
手
渡
さ
れ
、
菅
家
新
理
事

長
か
ら
の
講
評
に
、
真
剣
に
耳
を
傾

け
て
い
た
。

Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
説
明
を
受
け
、
体

験
す
る
児
童
ら

昭
和
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
が
漂

う
「
亀
吉
の
湯
」

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く
す
玉
割

り
で
開
通
を
祝
っ
た

昭和レトロな銭湯
“亀吉の湯”登場
湯本、古滝屋にオープン

年
齢
や
障
が
い
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
温
泉
を
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
、
創
業
三
百
三
十
周
年
の
記

念
事
業
で
開
設
。
一
組
最
大
六
人

で
、
四
十
五
分
間
の
利
用
。
料
金
は

三
千
三
百
円
（
税
込
み
）。
一
泊
二

食
付
き
プ
ラ
ン
を
予
約
の
場
合
は
、

無
料
で
使
用
で
き
る
。
時
間
は
午
後

三
時
か
ら
午
前
一
時
ま
で
。

詳
し
く
は
、
同
館
（
電
話
四
三
―

二
一
九
一
）
ま
で
。

常
磐
道
と
小
名
浜
港
を
結
ぶ
自
動

車
専
用
道
路
「
小
名
浜
道
路
」（
延

長
八
・
三
キ
ロ
）
が
八
月
八
日
、
全

線
開
通
し
た
。

小
名
浜
道
は
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
を
支
援
す
る
「
ふ
く
し
ま

復
興
再
生
道
路
」に
位
置
付
け
ら
れ
、

二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
度
か

ら
県
が
整
備
を
進
め
て
き
た
。
総
工

費
は
約
七
百
三
十
億
円
。

泉
町
を
起
点
と
し
、
添
野
町
を
経

由
し
て
山
田
町
に
至
る
ル
ー
ト
。
常

磐
道
に
ア
ク
セ
ス
す
る
「
い
わ
き
小

名
浜
」
を
は
じ
め
、「
い
わ
き
山
田
」

「
い
わ
き
添
野
」「
い
わ
き
泉
」
の
四

Ｉ
Ｃ
が
新
設
さ
れ
た
。

開
通
に
伴
い
、
常
磐
道
か
ら
小
名

浜
港
ま
で
の
所
要
時
間
は
従
来
の
約

三
十
分
か
ら
約
十
三
分
へ
と
半
分
以

下
に
短
縮
。
物
流
・
産
業
・
観
光
・

防
災
の
面
で
広
く
地
域
活
性
化
に
貢

献
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

同
日
に
は
添
野
Ｉ
Ｃ
付
近
で
開
通

式
が
開
か
れ
、
地
元
選
出
の
国
会
議

員
ら
関
係
者
約
百
三
十
人
が
出
席
。

内
堀
雅
雄
福
島
県
知
事
が
「
復
興

と
地
方
創
生
に
大
き
く
寄
与
す
る
と

確
信
し
て
い
る
」と
あ
い
さ
つ
。テ
ー

プ
カ
ッ
ト
と
く
す
玉
割
り
、
開
通
パ

レ
ー
ド
で
祝
っ
た
。

所
要
時
間
は
半
分
以
下

「
小
名
浜
道
路
」
が
開
通

地
域
活
性
化
に
期
待
高
ま
る
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